
 

 

１１／１２（木）に、上山市皆沢にある木村観光果樹園にりんご狩りに出掛けてきました。「やっとりんご狩りの日だね！」「楽しみで楽しみで仕方がなかったんだよ！」「どのくらい甘いのかな？」「何個取って良いのかな？」「りんごを、ガブって食べてみた～

い！」と、期待で胸を膨らませていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年１１月１３日（金） 

東北文教大学付属幼稚園 

年 長 組 だ よ り 

🔶秋の景色を楽しみながら…🔶 
ウキウキ・ワクワクしながらバスに乗

り、幼稚園を出発しました。バスから見
える、赤やオレンジの紅葉を眺めて、秋
を感じました。様々な果樹園を通り過
ぎ、柿やブドウなどの実がついている果
物の木を見つけては、「美味しそうだな
ぁ…。」と、よだれをジュルリ…とさせる
可愛い子ども達でした。 

🔶木村観光果樹園に到着！どのりんごにしようかなぁ…？🔶 
果樹園の方に挨拶をしてから、りんご畑に向かいました。りんごの木のトンネルの下をくぐったり、たわわに実っている大きくて真っ赤なりんごを見たりした子ども達は、「すご～い！りんごがいっぱいだ！」「りんご

って、こうやってなっているんだね！」と目を丸くしたり、「りんごの良い匂いがする～♡」と、うっとりしたりしていました。果樹園の方に、美味しいりんごの見分け方や、採り方を教えてもらいました。「どれにしよ
うかな？」と、数種類の木を見て回り、一番気に入ったりんごを収穫ました。 

💡豆知識：蜜が入っている美味しいりんごは、大きくて、お尻が黄色になっているりんごだそうです。赤くなっていないりんごは、葉っぱが陰となり、太陽の光が届かなかったからで、味は変わらず美味しいですよ。 

🔶りんごが宝石になったよ！🔶 
「りんごをピカピカにしよう！」と、

収穫したりんごを自分の洋服で磨きま
した。磨けば磨くほど、りんごが真っ赤
に輝き、子ども達の表情もキラキラにな
りました。 
 

 

 

 

 

🔶りんごを丸かじり！もぎたてのお味は…？🔶 
 「いただきま～す！！」と言ってすぐに「ガブッ！！」と、豪快にかぶりつきました！！口の中に甘味と酸味が広がり、「美味し～い！！」「うんま～い！！」と、子ども達だけでなく担任達も夢中になって頬張りまし
た。りんごの丸かじりをすることが初めてだという子どもも沢山いましたが、みんな大きな口を開けて、一生懸命に食べていました。歯の生え変わりの時期で苦戦していた子どももいましたが、果樹園の方が包丁を用意
してくださり、無事に丸かじりすることが出来ました。みんな大きな口を開けて、なんとか頑張って食べようとする姿が可愛らしかったです。 

🔶質問コーナー🔶 

Ｑ：どうして、りんごは赤くなるの？  
→種類によって赤くなったり、黄緑色になったり様々ですが、赤いりんごは太陽
の光を浴びて光合成をして、赤くなります。赤いりんごは蜜がたっぷりで美味
しいですよ。美味しいりんごを作る為に、木の葉っぱを摘んだり、満遍なく太
陽の光が当たるようにしたりしています。 

Ｑ：りんごの種類はどのくらいあるの？ 
 →日本には、２５００種類あります。 

木村観光果樹園には１６種類のりんごがあるそうです！ 
Ｑ： りんごの中には、どうやって蜜が出来るの？ 
 →秋になって種子が十分に成熟すると、デンプンが糖に変わります。 
  時間が経つと蜜が消えてしまいます。また、蜜そのものに甘さはない 

ですが、風味が増しまておいしく感じるんですよ。 
  

自分で選んだりんごを丸かじり！ 
美味しいお味に、この笑顔です！ 

りんごのトンネルに大興奮！品種
が書かれた看板にも注目していま
した！！ 

沢山実った中から、じっくり選んでピカピカになるまで磨いて食べたりんごは、いつも以上に美味しく感じました。秋の味覚を年長組みんなで味わい、バスの中からは山々の紅葉を楽しみ、みんなで秋の深まりを満喫してくることが出来ました。
子ども達にじっくりと選び抜かれたお土産のりんごも、きっと美味しかったことでしょう。秋の味覚を堪能し、素敵な感動体験をしてくることが出来ました。持ち物のご準備、ありがとうございました。 

めばえ 


